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 デ リス根 の有 数 成 分 定 量 法 に關 して は1歌米 の 學者 も種 々の 方 法 を 研 究提 唱 して居 るが,其 の

内 の 一部 を除 い ては 何 れ も軍 に デ リス根 の"全 抽 出 物"及 び 其 の 中の"結 晶Rotenon"の 定

量 法 の研 究 の み に終 始 して ゐ る.其 の 理 由は デ リス根 中 の 有数 成 分 の主 躰 の 一孚 を成 す もの は

結 晶Rotenonで あ り,且 つ其 の定 量 は簡 輩 で あ る か らで あ る,從 つ て,之 等 の 定量 法 の主 要

な黒占は 次 の 三 つ に 分 け得 る.即 ち,

 (1)デ リス根 中 か ら成 分 の抽 出法("杢 抽 出物"の 定 量)

 (2)"全 抽 出物',中 か ら"結 晶Rotenon"の 分 離 法("結 晶Rotenon"の 定 量)

 (3)分 離 したRotenon O)純 度 決 定 法

で あ る.

 之 等 の 方 法 を概 説 す れ ば,抽 出法 は何 れ も有 機 溢剤,例 へ ば 工 捗 テ ル,(1鍋燗 ク 採 ロホル ム,

(農'7'819・10・董2713・14'16'1S・19'52)四璽 化 炭 素(壁・12・13'15'16'5囎'ベン ゾ ール
,(q・13'43)二璽 化 エ チ レ ン,(q'13'1G)三盤 化 エチ

レ ン,〔傷12・13)酷酸 エチ ール⊂12"321蘭或 は トル オ ール(11)等を以 て室 盗 脚'10遣'{3,14'18)又1ま加 熟 歌 態 〔i£'3鍋

15⑳2囎 に於 て 出來 る丈 け良 く抽 掲 す る.之 等 の 溶 剤 は勿論 抽 出 力 に 大小 の差 異 は あ る が,充 分 抽

出す れ ば"杢 抽 出物"の 量1よ何 れ の溶 剤 に依 る も等 しいの で あ る.然 しア セ トン脇17)や 酒 精 等

の様 な水 と湿 合 す る溶 剤 を用 ひ た場 合 に は,水 溶 性物 質 も亦 揃 出 され る爲 に,再 虚 理 しな けれ

ば過 多 で 正 し く無 い.斯 くして得 ナこ抽 出物 か ら溶 剤 を蒸 獲 し去 つ て 仁 胆二と し,"杢 抽 出 物"の

量 を 知 るの で あ る.

 次 に,上 記"全 抽 出物"か ら"紬 旧Rotenon"を 分 寓1ける には,此 の エ ーテ ル 溶液 か ら直

接 に遊 離Rotenonを 結 晶 させ る方 法 と四 鷺 化炭 素 溶 液 か らRotenon 四 噸 化炭 素 部 隅'卿3'

1蜘 騨s)と して 結 晶 させ る方 法 との2法 が あ る.其 の 中,後 者 に依 る方 が牧 量 が 多 い.

 斯 くして 得 ナこRotenon気 はRotenon一 四 堅 化 炭 素 の 純 度 を決 定 す る方 法 と して は ヱ ーテ ル
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か ら分 離 した遊 離Rotenonは 融 黒1旨法 に依 つ て決 定 し得 られ るけれ 共, Rotenon 四 盤化 炭 素

の場 合 に は次 の諸 方 法 が研 究 提 唱 され て ゐ る.自 口ち,

 (a)酒 精 に依 つ て脱 四 盤 化 炭 素 を 行つ て遊 離Rotenonを 得 る方法 「〔脚 病1麟21)

 (b)旋 光 度 を測 定 す る方 法(6'1蜘鯉s鋤

 (c)臨 素 の 含有量 を測 定 す る方 法⑥

 (d)メ トキ シル基 を定 量 す る方 法 ㈲

 (e)Rotenon二 購 化 酷 酸 と して其 の 酸 基 をア ル カ リで滴 定 す る方 法 〔1420)

等 で あ るが,(a)の 方 法 が最 も多 く探 用 され て 居 り,而 も直接 法 で あつ て 最 も信 頼 し得 る結 果

を與 へ る もの と思 は れ る.但 し,ク4ロ ホル ム(沸 黙619),四 璽 化 炭 素(沸 鮎77'),二 璽 化 エチ

ン ン(沸 黙60')及 び 三 晦 化 エチ レ ン(沸 難87)等 の様 な比 較 的 高 沸 貼 を有 し且 つ 其 の 臨 素 含有量

の 高 い溶剤 はRotenonの 分 解 を 起 す爲 に加 熟 抽 出 した もの か ら得 られ るRotenonは 常 に低

い値 を與 へ る.

 其 他上 記 の"全 抽 出物"に 封 して 直接 旋 光 度 を測 定 す る方 法(螂 鋤,メ トキ シ ル基 を測 定 す る

方 法(1)或は 酸 化 して現 はれ る呈 色 反鷹 に依 る方 法(鵬1辮 蹴)等 を提 唱 され て ゐ る が,是 等 は何 れ

も未 だ 實 用 の 域 に達 して ゐ な い.Rotenonの 呈 色 反鷹 に 關 す る研 究(17722、鴻32召,25,26,27,28・29,30,31)も澤 口」

あ るが,何 れ も各 種 酸 化 剤 で酸 化 して 生 す る種 々の色 の濃 度 を比 較 して定 量 せ ん とす る もの で

あつ て,此 の 種 比色 法 は 寧 ろ検 膿 中に"Rotenon及 び これ に近 似 の 物 質( )"の存 否 を検 定 す る

定 性 法 と して 利 用債 値 が あ る.

 "全 抽 出物"中 か らRoteηonを 分 離 した淺 りの"非 結 晶 性 物 質(Rotenon樹 鯉旨或 は デ リス

樹 脂)"中 に も多量 の 有 数 威分 が存 在 し,Rotenonに 殆 ん ど等 しい殺 最 力 を示 す の で あつ て,

此 の"非 結 晶性 物 質"申 の有 数 成 分 を定 量 しなbれ ば な らな い.

 之 に關 す る研 究 鋤 蹴廻 翻 絢 もあ るが,何 れ も極 め て不 完 全 な もの で あ る.上 述 の 全 抽 出物

に封 して直 接 旅 光 度 の 測 定,(4翻)メ トキ シル基 の測 定 ① 或 は呈 色反悠 を見 る方 法 御a郎 期 等 は

此 の 目的 に 副 ふ様 に老 へ られ る が,純 樺 のRotenonの 場 合 に は良 いが 多量 の 樹 脂 を混 在 して

ゐ る實 際 の場 合 には 適 用 困難 で あ る.而 も,RotenonとDeguelinと は何 れ の 場(げ)合に も殆 ん ど

同型 の 化璽 反 癒 を呈 す る か ら,之 等 の 方法 で假 令 完 全 に定 量 し得 た と して もRotenonとDeg-

uelinと の 合 量 を知 り得 るに 過 ぎ ない.除 轟 菊 のPyrethrin-1と 一IIとの場 合0)様 に其 れ 等 の

毒 力 の 差 の 小 さい もの は其 の 合量 を知 る 丈 けで 大 した 不 都 合 は 無 い が,RotenonとDegueIin

  *此 の種 の物に近 年"Rotenoid"と 言ふ総稔名 が用ひ られてゐる.
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の場合には其の毒力の差 は相當に大刎卿 であつて從つて此の各 々を分離定量 しなければデ リス

根の利用上か らは完杢定量法 とは言へない.此 の黙に關 して歓米の學者等28細 は余等の第1報

剛の方法を以て標準法 として多 くのデ リス根に就て精 しい研究を してゐる.叉 余等の第1報 の

方法を改攣 した方法「翻)も 提r唱されてゐるが,何 れ も根本的の改攣では無 く,極 めて珀細な鮎

に改攣を加へた ものに過ぎない.そ して余等の方法で定量 した有数成分の量 と生物試験の結果

とは大鰐満足すべき程度に一致する事が認められてゐる一3蹴

 我國では敷年前に余等は第1報 脇でデ リス根の有敷成分の定量法を報告 して置いたが,最 近

になつて輸入農藥統制組合(  )が別に新 しい分(り)析法を定めたのである.之 は米國のJones(豊Gra-

ham氏 法(19)に依つた もので,"全 ヱーテル抽出物"と "結晶Rotenon"丈 けの定量分析法を

規定 して'`非 結晶性物質"中 の有数成分の分析には燭れてゐない.此 の鮎,余 等の第1報 ㈹)に

報告 した方法は完全な定量法であつて.此 の方法以外には今日も街ほ別な方法は獲表 されてゐ

ない.然 し乍 ら,"杢 抽出物"と"結 晶Rotenon"と 丈けを定量する事は極 めて簡軍である爲

に此の爾者のみを定量 してデ リス根の品質を評債 して居る現歌である.

 斯 くの如 く同一一物資に封 して千差の理論か議せ られ,萬 別の分析法が提出されて來た ことは

デ リスの科學の進歩獲達であつて誠 に慶賀に堪へないが,一一方實際問題を取扱ふ側に立つ者に

は學者の名論卓読 も結局迷論に落ちた感が深 く,寧 ろ早く定論を求める次第である.要 するに,
唱
此の種定量分析の實際問題としては,何 れの方法でも一定の方法を關係者間で協定 して杢部の

者が其の方法に準篠 して分析を行ひ,品 質を評贋する事にすれば實際上の不都合は起 るもので

は無い.只 此の場合出來る丈け簡便な方法が望ましい.

 藪に於て余等は我國で獲表 された爾法,帥 ち第1報 燭)に報告 した余等の方法 と輸入農藥統制

組合(  )で規定 した方法6Dと に依つて``エ ーテル抽出物"と "結晶Rotenoゴ'と に就いて比較定

量 した結果を検討 し,併 せて此の爾物質丈けの定量には更に實用上便利で理論的にも倭當だと
                [

思はれる新分析法を提唱 して識者の批判を仰 ぐと共に我國のデ リス栽培及び加工爾業者の利用

に供 し度いと思ふ次第である.

                  實    験

 試料の調製:乾 燥デ リス根を金鎚で叩き檸いて更に1cm位 の長 さに切つた ものを粉郵機で粉

捧 し微粉にす る.

  **昭 和15年10月改組されて農藥共販株式會麗となつてゐる.

      }

                   (93)



         イヒ   學   研   究   所   講…  演 θ 集   第   一卜   二=二  輯

 分 析法 は重 複 す るが,此 の場 合 必 要 な事 で あ るか ら,其 の概 要 を述 べ る事 に す る,

 1. 第!法:第1報 で 報 告 しナこ方 法⑳

 A."全 工 一テ ～レ抽 出物"の 定 量:試 料20～509を 濾 紙 筒 に探 り,ソ ツ ク ス レ ー装 置 で普 通

に ヱ ーテ ル抽 出を行 ふ.抽 出 時 間 は10時 間 で殆 ん ど完 了 す るの で あ る が,本 研 究 で は念 のた め

に50時 間行 っ た.多 くの試 料 は抽 出 中受審 中 にRotenonの 晶 出 を見 る.此 の エ ーテ ル抽 出物

か ら翻 か に エ ーテ ルを 蒸 溜 し去 り,70～80〕 に加 熟 した もの を朧 化 石 次 上 で眞 室 乾 燥 して秤 量.

す る.此 の 操 作 を 繰 返 して 恒量 と し,"全 工 一 テ ル抽 出物"の 量 を知 る.

 璽。"結 晶Rotenon"の 定 量;上 記 の``全 工 一テ ル抽 出物"に 其 の 重 量 の3倍 量 の エ ーテ ル

を加 へ,Rotenonの 塊 は細 か く砕 い て樹 脂 歌 物 を完 杢 に溶 解 し去 り,氷 室 中に 十 歎 時 間 放 置

してRotenonの 晶 出 を促 して後 氷 冷 し乍 ら濾 別 す る.濾 別 方 法 は第1報 では 常 巫 濾 別法 を探

用 した が,今 回 は 目皿 を 附 した 小 形 の漏 斗 で減 堅濾 別 した.結 晶 は氷 冷 した エー テ ル10～15cc

で濾 液 が色 を失 ふ 迄 洗 瀞 して後 乾 燥 秤 量 して"結 晶Rotenon"の 量 を知 る,

 2.第2法:輸 入 農 藥 統 制 組 合 で 規 定 した方 法⑳

 A."エ ーテ ル抽 出 物"の 定 量:デ リス根粉 未5gを 濾 紙 筒 に秤 量 して ソツ ク スレ ーの エ ーテ

ル抽 出装 置 で48時 間 抽 出 し,抽 出 液 を 濃縮 し,10『 で乾 燥 恒量 と し,"エ ・一テ ル抽 出物"の 量

を知 る.

 8. 結 晶Rotenon"の 定 量:此 の 方 法 に依 る"結 晶Rotenon"定 量 の 理 論 は,先 づ デ リ

ス根 粉 末 を ク ロ ロホル ムで抽 出 してRotenon, Deguehn及 び樹 脂 等 の混 合 物 を得,こ れ を

温 か い四 盤 化 炭 素 に 溶 解 して 冷 却 す る とRotenonの1分 子 と四聡 化 炭 素 の1分 子 とが 結 合 し

て"Rotenon一 四 聴 化 炭素"の 結 晶 が 析 出 して來 る.こ れ を 捕 集 して其 の 一 定量 に酒 精 を 加 へ

る と"Rotenon一 四 盤化 炭 素"の 結 晶 は四 鞭 化 炭素 を放 つ て遊 離 のRotenonに 戻 る と言 ふ

性 質 を利 用 もナこもの で あ る.

                C2H50H               7

       C2根220ザCCI4-一       >C2:1H2206

     Rotenon一 四 臨 化炭 素       Rotenon

      M=394十154-548      M二394  、

        1,000                  0,719

試 藥 と して 水 及 び酸 を 含有 しな い純 梓 な ク ・ ・ホ ル ム,四 鞭 化炭 素 及 びRotenon飽 和 四懸 化

炭 素(四 鞭 化 炭素 にRotenonの 過 剰 を 加 へ,加 熱溶 解 後 氷 槽 巾 に入 れ,1夜0〕 に保 ち,使 用

直 前 濾 過 す る か叉 は純 設otenonα27gを 四 朧 化 炭素100ccに 溶角孕し,使 用 に際 し冷却 す る)

とを必 要 とす る.                       .
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 定 量 操 作 は デ リス根 微粉30gを500ccの 瓶 に入 れ,一 定 室 温()ぐC)に 於 て ク ・ ・ホ ル ム300cc

を 加 へ振 場機 に か け て 哩時 間以 上 振 塗 しナこ後,少 く共1時 間 冷 藏 室 に 入 れ て 充分 冷却 後,蒸 獲

を 防 ぎ 乍 ら襲 附 濾紙 で急 速 に 自然 濾過 を行 ひ,濾 液 の 温 度 を)ぐCな ら しめ,此 の 中 か ら200cc

を三 角瓶 に 採 り,25cc迄 濃 縮 し,之 を 四 購化 炭 素 を以 て小 瓶 に移 し代 へ,室 氣 を通 じ乍 ら蒸

獲 乾 固 す る.此 の際 蒸 獲 を促 進 す る爲 に加 熟 減 璽 に す る.更 に 匹1晦化 炭 素10～15ccを 加 へ,上
                   ノ

述の方法と同様の操作で溶齊1を除去 し,此 の操作を更に1～2回 反覆 して抽出物中か ら完全にク

ロロホルムを除去する.

 斯 くして得た抽出物に正確に四堕1ヒ炭素25ccを 加へ,加 熟溶解せ しめ,氷 中で数分間冷却

する.此 の際若 し必要 あらば四鞭化炭素か ら晶出せ しめたRotenonの 少量を接種 し,密 栓 し

て結晶が正に出現 し始めるまで輕 く動揺を與へ る.若 し結晶の析出少き時は最後の秤量に際 し

て純Rotenonが 少 く共!gに なる様,純Rotenonの 一定量を正確に追補 し,加 温溶解 し,

再び結晶させる.同 時にRotenon飽 和四騨化炭素を調製 し,共 に氷槽中に ぴに1夜 保ち,

後豫め秤量 しナこ濾過器に集め,母 液を除去するために充分冷却 したRotenon飽 和四盤化炭素

10～12ccを 用ひ減巫吸引 して洗源を完了する.濾 過器は減墜吸引5分 の後40.で 乾燥 して恒量

とする.此 の操作に約一時間を要する.斯 くして得ナこ量は"四 彌化炭素可溶粗Rotenon"の

量である,

 次に,濾 過措の内容を採 り,良 く湿和 して其の内1gを 小三角瓶に秤量 し,豫 め室温(Y℃)

でRotenonを 飽和 させた酒精10ccを 加へ,数 分間振 り動かし,密 栓 してY℃ に於て少 く共

4時間或は1書夜放置する.而 して濾過器に濾別 し,Y℃ に於てRotenon飽 和酒精10ccを 用

ひて滅墜吸引に依つて洗濃する.3～5分 間吸引 した後105」で乾燥恒量 とする.

 斯 くして得た量を,先 に得た"四 鞭化炭素可溶粗Rotenon"の 量に乗 じた積に0.07gを カ1

へる.此 の0.07gはRotenon晶 出に[際して使用 した四臨化炭素25ccに 溶解 したRotenonに

封する補正量である.若 し先にRotenonを 追補 した場合には上記の量から之れを差引 く.補

正 した量は供試料20gに 相當する抽 出液 中に含有 された純Rotenonの 量に して,之 を5倍 し

て"結 晶Rotenon"の%を 得る.

 是等爾方法に依つて余等の研究室で各種のデ リス根に就いて比較定量 した結果を表示すると

第1表 の様になる.
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                  第  1 表

    慧 一 テー ギ 讐録 鷺 最
     1            5.60%          1.35%         1.79%    俸         1.33

     28.952753.54 1.29

     3          10.00          3.40         4.20              1.24

     412.203.905,10 1.31

     5「   14.35   5.35   5.95     1ユ1

     6            15.05           3.70          4.54                1.23

     7           15,10           3.95         4.66               1.18

     8            1590           5。62          6.18                1.10

     917。706.106.65 1.09

     10            19.10           6.65          8.16                123

     11           19.80           6.05         6.62               1.09

     12           22.10           2.40         2.83               1.18

     13            22/10          .  7.60          790                 1義)4

     14            23.15            8.40          8.74                 1.04

     15            36。45           11.20          12.37                 1.10

 此 の 表 で 見 る と,第2法 は第1法 に比 して 最低4%か ら最 高30%位 迄 の 範 園 に於 て"結 晶

Rotenon"の 量 が高 い が,こ れ は第2法 に 於 て は 上述 の 様 にRotenonを 飽 和 した 四 聰 化炭 素

や酒 精 を 用 ひ た り,叉 最 後 に補 正 量 を加 算 した のす る事 か ら當 然 の 結果 で あつ て,かLる 工作

を 加 へ た場 合 に は 高 い値 必 す しも正 しい とは 言 ひ難 い.然 も,第2法 は操 作 上 に相 當 細 か い難

が規 定 され て ゐて 少 し く理 論 に捕 はれ 過 ぎて ゐ る感 が あ る.從 つ て,此 の 魍 りに覧 施 す る こ と

は事 貝上 繁 雑 に過 ぎ る嫌 が あ る.此 の 黙 第1法 は簡 軍 で然 ポ宙用 的 な方 法 と言 ひ 得 よ う.第1

報 で報 告 した 余等 の 方 法(上 記 第1法)で は"結 品Rotenon"の 値 が小 で あつ て も結 局"非 結

晶 性 物 質"中 の 有 致 成 分 を も全 部 瓦 一悲す る方 法 で あ るか ら差 支 無 い.

 然 し乍 ら,"全 抽 出物"と"結 晶Rotenon"の 覚 の み知 りた い場 合 に は色 々の補 正 等 を加 へ

さへ しな けれ ば,高 けれ ば 高 い程 正 しい ので あ る か ら,此 の黒占に留 意 して研 究 した結 果 第2法

を改 めて 下記 の第3法 に依 つ て分 析 す るの が 簡 軍 で然 も満 足す べ き良 結 果 を得 る事 を知 つ た.

 3.第3法:薪 提 案 の 方 法

 A"全 抽 出物"の 定 量 法:デ リス根 粉末30.09を 細 口試 藥 瓶(500cc容)に 探 り,ク ・ ・

ホ ル ム360.Occを 加 へ て密 栓 して振 湯器 で5時 間振 盤す る.次 に,蒸 獲 を 防 ぐナこめ に ペ ト リ皿

の蓋 を用 意 した 漏 斗 で 襲 附 濾 紙 で速 か に濾 別 し,濾 液 か ら290.Occを 三 角瓶 に採 り,ク#ロ ホ

ル ム を蒸 獲 回牧 し,残 溜 物 を70～80。 に 加熟 して 聯 化 石 次 上 で 眞 室乾 燥 器 中 で 恒量 と しナこもの

を5倍 して"全 抽 出物"の%を 知 る.此 の 場 合 デ リス根 抽 出物 の 爲 に幾 分 ク ロ にホル ムの容 積
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を 増 加 す る事,其 の 時 の室 温 に依 つ て ク ロ ロホル ムの 容積 に差 異 を生 す る嘉 及 び濾 過 に際 して

ク ロロホ ル ム が蒸 襲 す る事 等 が考 へ られ るが,注 意 して 行 へ ば 之等 に基 く誤 差 は極 め て小 で あ

る.

 B."結 晶Rotenon"の 定量:Aで 得 た 冒`全抽 出物"に 其 の 重量 の5倍 量 の 局方 四 晦 化炭 素

を加 へ,加 温 溶解 して後 氷 室 中 に1夜 放 置 してRotenon一 四臨 化 炭 素 の 結 晶 を晶 出さ せ る.

結 晶 は氷 冷 し乍 ら目皿tを附 しテこ小 漏 斗 内 に減 墜 吸 引 して捕 集 し,三 角瓶 は 内 面 に附 着 しナこ結 晶

や 樹 脂 を洗 ひ 取 る爲 に 出 來 る丈 け少量 の 氷 冷 した 四 彌 化炭 素 で洗 ひ,漏 斗 内 に流 し込 む,斯 く

して得 た 結 晶 は室 温 で 眞 室 乾燥 して秤 量 し,"粗Rotenon 四鷹 化炭 素"の 量 を知 る.次 に,

此 の"粗Roterlon一 四 鞭 化炭 素"を 乳 鉢 で 良 く滉 合 粉 埣 した もの1.00gを 小 三角 瓶(15cc容)

に採 り,90%(容 量)酒 精5.Occを 加 へ,1～2分 聞沸 騰 せ しめ た後,氷 中 で 十勲 時 間 冷 却 し,

減 墜 濾 別 し,結 晶 は 同 じ く冷却 した90%酒 精5ccで 洗源 す る.斯 く して得 た結 晶 を160.に 加 熟

乾燥 す るか,眞 室 乾 燥 して恒 量 と し,此 の値 を前 記"粗Rotenon一 四 睡 化炭 素"の 量 に乗 じ

て"結 晶 Rotenon"の 総 量 を知 る,此 の 場 合若 し"粗Rotenon一 四璽 化 炭 素"の 量 が1gに

満 た ない場 合 に は,こ れ に 比例 して 少量 の酒 精 を 用 ひれ ば 良 い.斯 くして 得 たRotenonは 無

色 で,融 熈占は160～163。 で,殆 ん ど純 樺 で あ る.

 此 の方 法 に よつ て得 た 結 果 は試 料30.Og中 の2/3帥 ち試 料20.Ogに 相 當 す る数 値 で あつ て,5

倍 すれ ば鬼 を得 る.斯 くして得 た 分 析 結果 を表 示 す る と第2表 の 様 に な る.伺 ほ,本 表 は比 較

に便 利 な た め に 第1表 の 数 字 の 一 部 を も再 び併 記 す る.

                  第  2 表

          ``全 抽  出 物"          ``結    晶 Rotenon"

   試  料  ・一  /一 一 ＼        第1
・第2法  第3法(新 法)  第 1法  第 2 、法  第3法(新 法)

     1        5.60%       5.65%       1.35%       1.79ヲ6       145%

     28。958.982.753.543.15

     3        10.00       10,50        3,40        4.20        3.81

     412。2012.203.905.104.70

     5        14,35        15.10         5.35         5.95         5.60

     6       15ズ)5       15.25        3.70        4.54        4.15

     7        15.10        15.25         395        4.66         4.30

     8159016.17、5.626.18 5.75

     917.7019.656.106.656.23

    10        19.10       19,30        6.65        8.16        7.70

    11        19.80        20.00         6つ5         6.62         6.20

    12  .     22.10        22.65  L      2.40         2.83         2,50

    13       '2240       2245        7.60        790        7.46

    14        23.ユ5        23。70         8。40         8.74         8.30

    15        36.45        36.50        11.20        1237        12.00
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 本表を一見 して判 る様に,新 法に依 るのが"全 抽出物"量 も充券抽出され るために高い値が

得 られ,叉"結 晶Rotenon"量 も相當高 く,且 つ方法 も簡軍であつて實際的と思はれ る.

 更に"非 結晶性物質"中 のRotenonやDeguelinを 分別定量する必要 ある場合には"杢 抽

出物"か ら"粗Rotenon一 四盤化炭素2'を 除いナこ四堅化炭素の溶液 と,"結晶Rotenon"を 取

つた酒精溶液とを合 して(此0)場 合には``粗R6tenon 四糎化炭素"は 全量を用ひなければ

ならない)蒸 獲乾固 して秤量 し,此 の中か ら一定量を探 り,第1報 で報告 した"Dehydro反

鷹"と"iso-Dihydro反 鷹"を 行へば良いのであるが,第2法 で得た``非 結晶性物質"に 此の

爾反慮を行つても操作及び計算が煩雑になつて結果は正確ではない.

 叉近年デ リス根中から新 しい物質`3sβ鵬酬 鋤賜詞,56)が分離 され,こ0)中 の或る物 は亦Dehy-

dro反 鷹を與へるか ら余等のDehydro反 慮は不正確であると言つてゐる畢者 もあるが,是 等

の含有量は極めて少量であつたり,或 は全 く含有 されてゐない場合 もあつて結局實際問題 とし

ては考慮する必要を認 めない.

 尚ほ,稀 には"全 抽出物"20彪 以上 も含有 してゐる試料で上記何れの方法に依 るも"結 晶

Rotenon"が 得 られない場合がある,斯 かる場合には此の抽出物に封 して余等が第1報 で報告

した"Dehydro"反 鷹を適用すれば,此 の中に溶解 して含有されてゐるRotenonとDeguelin

との合量を簡軍に定量する事が出來る.                 '

                  要    約

 1.第2法 は第1法 に比 して"結 晶Rotenon"の 量 は高いが,必 す しも正 しいとは言ひ難い.

 2.軍 に"全 抽出物"と"結 晶R6tenon"と を定量するのであれば此庭に新 しく提唱 した第

3法 に依るのが良い.                           」

 3."全 有敷威分量,,を 知るには余等が第1報 で報告 した方法(第1法)以 外に良法は無い.

此の事は欧米の學者 も∴様に認めて居る虚である.

 4."杢 有数成分"を 定量する場合の"全 抽出物"と"結 晶Rotenon"と の定量 には第1法

に依るも第3法 に依 るも何れで も良いが,第2法 に依 ると煩雑になり且つ結果は正確で無い.

 本研究は文部省科學研究費及び農林省委託研究費に依つて行つた ものであつて,藪 に深 く感

謝の意を表する次第である。
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